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丸山台中学校マニフェスト（中期学校運営計画）

 

「まちに生き、自分で自分の生き方を切り拓いていける生徒を育てます。」

 

 

計画期間

学校教育目標

（１）生徒、保護者、地域、教職員同士の信頼関係を基盤に、どんな課題も相互の理解と協力によって解決して
いける学校をめざします。
（２）人権感覚を養い、美しい環境の中で誰もが安心して過ごせる学校、確かな学力と豊かな人間関係を育む教
育を推進します。（特別支援教育、環境教育の充実）
（３）生徒理解を基本としながらも、学校生活の安全や他者の人権を侵す行為を許さない「優しさと厳しさのバラ
ンスのとれた生徒指導をめざします。
（４）総合学習や生徒会のボランティア活動を通して地域や世界へ視野を広げ、自ら行動できる生徒を育てま
す。
（５）さらに開かれた学校をめざし、学校だよりやホームページによる学校情報の発信と、地域との連携、小学校
との交流に努めます。

学校経営方針

指導の重点

改善の視点 取組目標

平成１８年１２月１日～平成２３年３月３１日

・日常のふれあいや教育相談の充実
・道徳や学級活動、総合を通しての人権感覚の育成、及び特別活動を通しての人間関係づくり
・わかりやすい授業、興味関心を深める授業の工夫と、各教科の基礎基本の徹底
・地域での体験学習やボランティア活動、小中交流を通した社会性や自己有用感の育成

  ◎日常的な生徒とのふれあいを重視し、相互理解に努めると共に、年
　　間１５日の教育相談日を設け、問題の早期発見、早期解決をめざしま
    す。
  ・授業参観、懇談会や個人面談、必要に応じての家庭訪問など、学校と
   保護者が直接話し合い、生徒理解や学校理解を深める場を大切にしま
   す。
  ・できるだけ多くの保護者や地域の方が学校に来られるよう、体育祭や
   オープンスクールを「親父の会」の支援のもと、土日開催とします。

・環境美化を心がけ、生徒たちが清潔で整頓された環境の中で落ち
着いた学  校生活を送れるよう努めます。
◎図書ボランティアの協力を受けて、全校一斉の読書活動に取り組
み、全て  の学習のベースとなる読解力、想像力や豊かな感性を育て
ます。
・今年度図書貸し出し数３，４６９冊を、１９年度は４，０００冊をめざし
ます。
・新聞記事を題材に、読み比べやパネルディスカッションなどを通して
読解力
  や資料活用能力、表現力などを養います。（総合国語３年）
  道徳や学級活動を通して、自分たちの身近にある人権問題（いじめ
や差別）  について考え、人権感覚を高めます。
◎グループワークトレーニングにより、人間関係を作るスキルを身に
つけると 共に、級友たちとの信頼関係を育てます。
・学級活動や学校行事を充実させ、みんなで協力して物事を成し遂げ
る体験  を通して、感動や達成感、自己有用感、仲間への信頼や友情
を深めます。

 １．全国的に学校への不信感や不安が高まる風潮の中で、
教師と生徒、保護者、地域がしっかりとした信頼関係を結
び、子どもの成長を支えていくことが必要です。

２．コミュニケーション能力が低下し、うまく人間関係を
作ることができない生徒が増えています。想像力や思い
やりなど豊かな感性を育み、他者と関わる力をつけるこ
とが必要です。
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人材育成の考え方

平成２０年度の重点
取組項目

 

・生徒理解を一層深め、問題の早期発見、早期対応ができるよう、また一人ひとりに寄り添う指導ができるよ
う教育相談を年３回確保し、全ての生徒が担任に相談できる機会を設けます。
・落ち着いて学習に取り組む環境や学習に向かう意欲を育てるため、学習オリエンテーションや長期休業中
の学習会、定期試験前の学習相談を実施します。
・「まちとともに歩む読書活動推進校」として、図書ボランティアさんとの協働をより一層進め、読書環境の整
備、全校朝読書や「親子読書会」などの読書活動を実施します。
・生徒たちの人間関係力、コミュニケーション力を養うため、ＧＷＴ（グループワークトレーニング）を取り入れ
た特別活動を実施します。
・小中一貫カリキュラム実施に向けて職員間の共通理解を深めるための合同研修の実施や連携の場を増や
します。

・新任教諭が経験する様々な壁をうまく乗り越えていけるよう、ＯＪＴの充実を図ります。
・ベテラン教職員がその豊かな指導経験（特に、学級指導や生徒指導）を若手教職員に伝え、その教師とし
ての情熱とスキルをしっかり伝えていけるような研修会を充実させます。
・中堅層の教職員に、近い将来各分野でのリーダーとなる自覚と力量アップを図る校内研修を行うと共に、
委員会主催の研修を活用し、新しい教育課程への理解を深めます。

◎学年当初に学習オリエンテーションを実施、各教科の学習方法や家
庭学習の仕方について、丁寧に指導します。
◎定期試験前に学習相談を実施。基礎基本の徹底を図ると共に、試
験に向か  う姿勢や意欲を育てます。
　・少人数やＴＴ、習熟度別学習など、一人ひとり伸ばす学習形態を工
夫しま　す。（英語・数学・体育・理科など）
　・選択教科では、補充学習や発展学習など、一人ひとりに応じた学習
ができ　るようにします。
◎年に２回、授業研究週間を設け、授業参観と相互評価の実施によっ
て「学　び合う教師集団」を作り、個々の授業力向上を図ります。

◎生徒会の「あい３ＤＡＹ」（挨拶促進運動）を継続し、挨拶ができる生
徒の育　成に努めます。
◎丸中ルールブック「新時計塔」を基本として、集団生活のルールやマ
ナーを　身につけ、「優しさと厳しさのバランスのとれた生徒指導」に
よって、のびのびとした中にもけじめのある学校生活をめざします。
　・全校朝会や生徒朝会、学年集会を通して、ＴＰＯに応じた服装や態
度など、集団の一員としての社会性を身に付けられるようにします。

・地域に学ぶ総合学習として保健体育（３年）や職業体験（２年）、職
業インタ　ビュー（１年）、福祉体験学習（１年）を実施し、地域理解や
地域の人々との　人間関係づくりを深めます。
・夏祭りをはじめ敬老会、防災訓練など、地域行事や活動に生徒会ボ
ラン　　ティアとして参加する生徒の割合を、平成２０年度までに７０％
にします。
・上記地域行事に、全職員が参加する体制を作ります。
◎小学校との連携を進め、オープンスクールでの授業や部活動体
験、音楽交流、出張授業や合同研修を実施します。
◎小中一環カリキュラム実施に向け、いろいろな立場の教職員交流
を図り、相互理解を進めます。
・学校だよりの地域配布やホームページを充実させ、学校情報が地
域や保護者により正確に伝わるよう努力します。

３．社会や環境の急激な変化に伴い、学習意欲の減少
が大きな問題になっています。じっくり粘り強く学習に取
り組もうとする力、自分で学ぼうとする力を育てることが
必要です。

４．物質的な豊かさと共に、世の中全体が自己中心的な
考え方になりがちな傾向があり、学校生活を通して、社会
性や規範意識を育てることが大切です。

５．ますます「開かれた学校」を推進し「信頼される学校」
をめざす必要があります。
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これまでの取組結果

まちとともに歩む学校
づくり懇話会の意見
等

※１　この計画は、横浜市教育委員会の定める「学校版マニフェスト（中期学校運営計画）」として策定したものです。　　　※２　◎：重点項目

 

 

・朝読書が定着し、本に興味を持つ生徒が増えた。図書貸し出し数は、目標値で挙げた４，０００冊を超えた。
また、貸し出した本のジャンルがそれまでよりも広がった。
・ＧＷＴ（グループワークトレーニング）を通して生徒同士のコミュニケーションがスムーズになり、班活動や委
員会活動に効果があった。リーダーとしての心構えなどがしっかりと理解され、リーダーシップの発揮できる
生徒が生きた。
・合同研修会では、小中の全職員を対象にＧＷＴを取り入れた研修を実施し、お互いを分かり合う一歩となっ
た。
・特別支援教育については、定期的な情報交換に加えて研修会を２回実施。ＬＤ、ＡＤＨＤ、アスペルガー症
候群、高機能障害などに付いての学習を深め、支援の必要な生徒の特性や、具体的な支援方法について学
んだ。

・今後、更に地域との交流が活発になることを期待しています。
・時折学校に出向いた時には非常に先生方が頑張っている姿が見られ嬉しく思います。
・先日参加させて頂いた読書会も、大人と子どもの交流を計るというとても良い企画だと思いました。
・以前に比べ極端に荒れた生徒もなく快適な活動を行っていると思います。これも先生方のご指導と地域と
の連携が上手く出来た成果だと思います。これからもこの活動、指導方針を継続し、「丸中イズム」を生徒に
浸透していって下さい。
・夏祭りや敬老会、掃除ボランティア等地域との関わりをとても活発にされていると感じています。その時々

の生徒さんたちの笑顔が素晴らしいと思います。


